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院に就学し、次にサン・シャモンのマリスト会修道院で学業
を続ける。英語の習熟のため、ロンドンに留学もしている。
その後、リヨンの製織学校を卒業すると、絹商人ガルサンの
もとに就職し、1903年までここで働く。同年10月20日、アント
ワーヌ・ベシュトワルはマリー・アントワネット・ジャンヌ・コン
タマン（1880-1959）とリヨン市内で結婚式を挙げ、七人の子
をもうける。婚姻証書には、住所はリヨン近郊カリュイール・
エ・キュイール、職業は商店従業員と記載されている（注4）。

原輸出店総代理人
1903年．原三渓は日本産絹生糸とその副産物の輸出を専門
に行う原輸出店の在リヨン総代理人としてアントワーヌ・ベ
シュトワルを雇い入れる。彼は1917年まで代理店業務を続け
るが、原三渓がいかにして彼を見出したのか、あるいは両者
がどのようにして知り合ったのか、その経緯は未だ分かって
いない。
アントワーヌ・ベシュトワルは原輸出店リヨン事務所をま

ずピゼー通りに開設し、後にガレ通り11番地に移す。家族が
増えると、すぐそばのアパルトマン（シャリテ通り４番地）に転
居する。従弟のマルセル・ピショを雇い入れ自らの右腕とし、
これを後に自分の兄、ジョゼフ・レオポルド（1870-1956）に
代える。一方、原三渓が日本から送り込んだ直属の部下、ク
メ・マタゾウはフランス人チームに完璧に溶け込む。1910年、
アントワーヌ・ベシュトワルは、会社の経費で日本に招待され
ている。
筆者が収集できた原輸出店のポスター5枚（挿絵参照）を見

比べると、1908、1909年版ではアントワーヌ・ベシュトワルを
総代理人（Sole Agent）としているが、以後の年では「アント
ワーヌ・ベシュトワル、リヨン」と記載されているにすぎない。
原合名会社はすでにロンドン、広東、上海に代理人を配し

ており、リヨン、ニューヨークの代理人はあとから加わる格
好となった。1917年、この後発二都市の事務所は支店に格
上げされ、支店長にそれぞれフジタ、コウノが着任する。この
時、アントワーヌ・ベシュトワルは雇用主と袂を分かつ決意を
する。兄のジョゼフに己の座を譲り、自ら会社を興し、これを
サディ（Sadit  ‒ Société anonyme Décoration Impression 
Teinture, 装飾、プリント、染色株式会社）と命名する。
1924年、質の高い業務を提供するジョゼフ・ベシュトワル

を手許に残したまま、原はリヨン新支店長山田淳とこれを補
佐する３人の店員、仲佐健次、吉本周之助、中島義質を派遣
する（注6）。
原の工場からフランスに輸出された製品の内訳は、絹生

糸、羽二重、絹製ハンカチ等であり（ポスター式カレンダー内
の挿画参照）、これらは支店が輸入後、リヨンの生地メーカー
に再販された。事業は1920年代末まで活況を呈した。（続く）

4- リヨン第2区の区役所、戸籍課より1903年10月20日付で交付されたアントワー
ヌ・ベシュトワルとジャンヌ・コンタマンの婚姻証書参照。婚姻契約書が3日前の10
月17日にリヨンの公証人シャラ氏の前で署名済みである。証書第428号。立会人エ
マニュエル・ピショ、59歳、貿易商、ブレットー通り15番地、いとこ；ジャン・ジロー、62
歳、不動産経営、リヨン、ケ・ド・ラ・ペシュリ１番地、おじ；シャルル・モラン、47歳、不
動産経営、カルノ広場8番地、いとこ；ピエール・デュプリユ、35歳、貿易商、ゴドフロ
ワ通り21番地、いとこ。
6- これらの人名は、公益財団法人三渓園保勝会副理事長の猿渡紀代子氏より
「原三渓翁伝」に準拠してご提供いただいた。この本は藤本實也が1945年にまと
め上げたものの活字化されなかった膨大な枚数のオリジナル原稿を集めて2009
年に出版したものである。三渓園保勝会、横浜市芸術文化振興財団編、思文閣。

MM. Fujita et Kono. Antoine Bechetoille décide alors de quitter son em-
ployeur. Il laisse sa place à son frère Joseph et devient lui-même entrepre-
neur en établissant sa propre société, la Sadit (Société Anonyme Décoration 
Impression Teinture).

En 1924, tout en gardant les bons services de Joseph Bechetoille, Hara dé-
tache dans la succursale lyonnaise, un nouveau directeur, Atsushi Yamada, 
secondé par Kenji Nakasa, Shunosuke Yoshimoto et Yoshitaka Nakajima 
(Note 6).

Les importations provenant des usines Hara consistent en soie grège ou 
écrue (� l de soie), en tissus de soie dits habutae et en mouchoirs de soie (voir 

illustration des af� ches calendriers), produits ensuite revendus aux fabricants de tis-
sus lyonnais. Les affaires sont ³ orissantes jusqu’ à la � n des années 1920. 
(À SUIVRE)
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6- Kiyoko Sawatari, vice-présidente de la Fondation Sankei-en, nous a 
fourni ces noms en se fondant sur le livre Hara Sankei-ou den, La vie du 
maître Hara Sankei, publié en 2009 et qui réunit de nombreux manu-
scrits originaux rassemblés en 1 945 p ar Jitsuya Fujimoto.

Marques de fabrique apposées sur les balles 
de soie grège destinées à l’exportation.
À gauche, vue nocturne du jardin Sankei-en.
À droite, libellules, symbole de bravoure et de victoire. 
輸出用生糸の商標。左は三渓園の夜景、右は勝ち虫（とんぼ）。
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11 rue du Garet, Lyon. Immeuble où s’est installé le bureau de  Harayushutsuten. 
リヨン、ガレ通り11番地。原輸出店の事務所があった建物。
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